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主催　日本大学理工学部（東京都千代田区・千葉県船橋市）・日本大学生産工学部（千葉県習志野市）
　　　日本大学工学部（福島県郡山市）・日本大学短期大学部（千葉県船橋市）

「住まい」はまちを作る。

しかし「住まい」だけではまちは成り立たない。

「住まい」はたくさんのものに助けられて「住まい」として何と

か生きている。公園、店、幼稚園・保育園、老人ホーム、クリ

ニック、森、みち、公民館、図書館、考えるときりがない。

これらの「ありがたいもの」に助けられ

「住まい」はやっと何とか「住まい」になっている。

よく考えると「住まい」の中にもこうした「助けてくれる」場所

は小さいながらもある。というか「住まい」はこうした場所が集

まってできているということに気づくだろう。

書斎は図書館のような場所だし、食卓はレストランのような場

所、庭は公園のような場所かもしれない。

ただこれらはこの「住まい」に住んでいる人がもっぱら占有する

だけだ。

それだからそこは小さいかもしれないし、

ひょっとしたらないかもしれない。ひと昔前の大邸宅を除けば。

「住まい」にある場所をちょっとみんなに「ひらく」、

ちょっと「拡大してひらく」。

ちょっとみんなのためになにかを「ひきうける」、

そんなことがあるとそこはみんなにとってありがたい場所にな

る。そしてその「住まい」はみんなにとってありがたい「住ま

い」になる。

こうした「ありがたい住まい」「ひきうける住まい」がたくさん

あれば住宅地はただの住宅地ではない、

人々にとって「ありがたい住宅地」になるのではないだろうか。

君たちの身近な住宅地をこうした住宅地にするための工夫を考え

てほしい。

最近、若い建築家たちの興味深いまちづくりの実践が数々紹介さ

れている。君たちの独創性に満ちた提案がたくさん寄せられるこ

とを期待します。

■提出内容

　原則として戸建ての住宅とすること。

・敷地の場所や大きさは自由だが、どういう環境にあるのか、周辺環境の説明は必須と

する。

・構造、階数などは自由とし、法規制についても、常識の範囲内でかまわない。

・家族構成、所要室なども各自の提案にしたがって、それぞれ設定すること。

・下記の内容を、A 1用紙 1枚にまとめること。

　設計概要／配置図兼 1階平面図／その他の各階平面図／断面図／立面図／全体外観図／

その他、各自の提案内容を表現するために必要と思われる説明図、スケッチなど。

■応募

　2020年 4 月現在、高等学校在籍の生徒、高等専門学校に在籍する 3年次生までの生徒と  

　する。応募は個人とする。

・締切日　2020年 8月31日（月）　当日消印有効

　詳細は、下記ホームページ内の応募要項を参照すること。

　https://www.facebook.com/nu.hs.competition

■賞

　最優秀賞 1 点 賞状、賞品（図書カード10万円）、副賞15万円

　優秀賞 5 点 賞状、賞品（図書カード各 3万円）、副賞各 5万円

　佳作 5 点程度 賞状、賞品（図書カード各 2万円）

　奨励賞 10点程度 賞状、賞品（図書カード各 1万円）

　（賞状、賞品は応募者本人に、副賞は奨励金として応募者が在籍する学校に贈呈する。
　なお、優秀賞以上 6点については、公開発表会参加のため、本人と引率教員の交通費を支給する。）

■審査

　第 1次審査は、審査会を開催し、優秀賞 6点、佳作 5点程度、奨励賞10点程度

　を選出する。

　第 2次審査は、公開による発表会を開催する。

　日時：2020年10月17日（土）

　場所：日本大学理工学部駿河台キャンパス　東京都千代田区神田駿河台1-8-14

　優秀賞 6点の応募者による発表を行い、最優秀賞 1点を選出する。発表を行う優秀賞受

　賞者には2020年 9 月19日（土）までに第 1次審査結果を通知する予定。

■審査員

　審査員長 野沢正光（建築家・野沢正光建築工房代表）

　審査員 井口雅登（理工学部建築学科）

 泉山塁威（理工学部建築学科）

 川嶋　勝（短期大学部建築・生活デザイン学科）

 栗原伸治（生物資源科学部生物環境工学科）

 佐藤信治（理工学部海洋建築工学科）

 篠崎健一（生産工学部建築工学科）

 廣石秀造（短期大学部建築・生活デザイン学科）

 八藤後 猛（理工学部まちづくり工学科）

 山岸吉弘（工学部建築学科）

 山田義文（工学部建築学科）

 山本和清（理工学部海洋建築工学科）

 渡辺　康（生産工学部建築工学科）

■日本大学全国高等学校・建築設計競技委員会

　委員長 羽入敏樹（短期大学部建築・生活デザイン学科）

　委員　　　井口雅登（理工学部建築学科）

 石田　優（短期大学部建築・生活デザイン学科）

 泉山塁威（理工学部建築学科）

 井本佐保里（理工学部建築学科）

 加藤千晶（理工学部建築学科）

 川嶋　勝（短期大学部建築・生活デザイン学科）

 北野幸樹（生産工学部建築工学科）

 栗原伸治（生物資源科学部生物環境工学科）

 佐藤信治（理工学部海洋建築工学科）

 佐藤慎也（理工学部建築学科）

 篠崎健一（生産工学部建築工学科）

 二瓶士門（理工学部建築学科）

 廣石秀造（短期大学部建築・生活デザイン学科）

 堀切梨奈子（理工学部建築学科）

 宮﨑　渉（工学部建築学科）

 矢代眞己（短期大学部建築・生活デザイン学科）

 八藤後 猛（理工学部まちづくり工学科）

 山岸吉弘（工学部建築学科）

 山田義文（工学部建築学科）

 山本和清（理工学部海洋建築工学科）

 渡辺　康（生産工学部建築工学科）

　幹事校 短期大学部建築・生活デザイン学科

第67回日本大学全国高等学校・建築設計競技

 テーマ『ひらいている家、ひきうける家』

すまい と ま ち の て い あ ん


